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目的　国民の再生医療における臨床研究参加促進のためにiPS細胞の認知について，また研究参加
と提供者不明ヒト幹細胞利用およびドナーとレシピエントの個人情報の取り扱いに関する意向
の把握を目的とした。

方法　（財）日本情報処理開発協会による「プライバシーマーク」を取得しているリサーチ会社モ
ニター20～69歳の日本国内居住者を対象に，iPS細胞に関する認知調査と，その調査において
iPS細胞を「おおむね知っている」または「言葉を聞いたことはある」と回答した5,128人（回
収率59.7％）に対して，再生医療の臨床研究参加意向に関する調査を実施した。意向調査の質
問は，臨床研究参加意向，提供者不明のヒト幹細胞利用意向，ドナーおよびレシピエントへの
情報提供の 4問である。調査は平成23年 2 月25日から 3月 2日に実施した。

結果　iPS細胞を「おおむね知っている」「言葉を聞いたことがある」は約70％で，男性が女性より
認知群が有意に多かった（ｐ＜0.0001）。臨床研究参加の肯定群は76.1％で，iPS細胞を「おお
むね知っている」が「言葉を聞いたことはある」より有意に多かった（ｐ＜0.0001）。提供者
不明のヒト幹細胞利用意向の肯定群は46.0％で，男性（52.2％）が女性（39.3％）より有意に
多かった（ｐ＜0.0001）。iPS細胞を「おおむね知っている」（50.4％）が「言葉を聞いたこと
はある」（44.1％）より有意に多かった（ｐ＜0.0001）。情報提供をドナーおよびレシピエント
に求める肯定群は全体の90％を超えた。

結論　iPS細胞の認知や臨床研究参加意向は過去の世論調査や研究と大差なかった。提供者不明ヒ
ト幹細胞利用意向は約半数で，ドナーの情報が明白なこと，いわゆる連結可能であることが求
められている。また，レシピエント，ドナーともに将来の健康状態の変化に対する情報提供を
望んでおり，トレーサビリティ（追跡透明性）が期待されている。iPS細胞を「おおむね知っ
ている」が「言葉を聞いたことはある」より有意に研究参加意向が高かったため，iPS細胞と
はどういうものか等の理解促進が研究参加の促進につながると考えられる。

キーワード　iPS細胞，ヒト幹細胞，再生医療，臨床研究，情報提供，Web調査

Ⅰ　緒　　　言

　ヒトから採取された胚性幹細胞（ES細胞），
人工多能性幹細胞（iPS細胞）および体性幹細
胞などは，再生医療への臨床応用が期待されて

いる。一方，臨床応用のためには，ヒト幹細胞
の品質・安全管理，貯蔵システム，インフォー
ムドコンセントの在り方，予後における発がん
の可能性などの他，分配システム，ドナーとレ
シピエントの健康状態を含む個人情報とその提
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供，権利保護等多くの課題を抱えている。臨床
応用に至るには，これら多くの課題を解決して
いくなかで，臨床研究に対する国民の理解が促
進され，ヒト幹細胞の移植患者（以下，レシピ
エント）としてだけでなく，提供者（以下，ド
ナー）として研究への積極的な参加を促すこと
も必要である。

　本研究では，国民の再生医療における臨床研
究参加促進のために，iPS細胞の認知に関して，
また研究参加と提供者不明のヒト幹細胞利用お
よびドナーとレシピエントの個人情報の取り扱
いについて，どのような意向であるかを把握す
ることを目的として 2つの調査を実施した。

表 1　本調査質問一覧
内容 質問文

問 1 臨床研究参加意向

あなたは，自分の血液や皮膚の一部を提供し，
これまで治療が困難であったり，方法がなかっ
た病気やけがへの治療法の研究（臨床研究）
に協力したいとの考えに，自分はどのくらい
あてはまりますか。

問 2
提供者
不明の
幹細胞
利用意向

これまでは治療が困難であったり，方法がな
かったりする病気やけがへの治療法の研究（臨
床研究）についておたずねします。「提供者
（匿名）が明らかな細胞の入手が困難な場合
などに，海外のものなど提供者が不明の細胞
を用いることはやむをえない」との考えに，
あなたはどのくらいあてはまりますか。

問 3 ドナーへの情報提供

「患者さんが移植された細胞を通じて何らか
の病気に新たにかかり，それが提供した方に
も起こることが考えられるとき，その情報を
提供した方に知らせることができるようにし
ておくことは必要である」との考えに，自分
はどのくらいあてはまりますか。

問 4
レシピエ
ントへの
情報提供

「提供した方が病気になり，その病気が移植
された細胞を通じて患者さんにも起こると考
えられるとき，その情報を患者さんに知らせ
ることができるようにしておくことは必要で
ある」との考えに，自分はどのくらいあては
まりますか。

人を上回った段階において調査終
了とした。意向調査質問項目を表
1に示す。内容は，著者らとiPS
細胞やES細胞に関する基礎系研
究者間でのディスカッションで決
定した。誤認防止のために，各問
の質問は専門用語を用いず，意見
に対して肯定するか否かを問う形
式とし，別途解説図を提示した
（図 1）。各問の選択肢は，「あて
はまる」「ややあてはまる」「やや
あてはまらない」「あてはまらな
い」の 4件法である。認知調査は
平成23年 2 月25日から 3月 1日，
意向調査は同年 3月 1日～ 2日に
実施した。

図 1　各問に関する解説図
問 1　臨床研究参加意向

問 3　ドナーへの情報提供 問 4　レシピエントへの情報提供

問 2　提供者不明のヒト幹細胞利用意向
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Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　調査対象は，リサーチ会社モニター約65万
人のうち20～69歳の日本国内居住者である。
　iPS細胞の認知に関する調査（以下，認知
調査）では，iPS細胞について，「おおむね
知っている」「言葉を聞いたことはある」「知
らない・わからない」の 3つの選択肢を設定
し，その他に調査前 1カ月間の健康状態（以
下，健康感）を，「よい」「どちらかといえば
よい」「どちらかといえばよくない」「よくな
い」の 4件法で回答を求めた。再生医療の臨
床研究参加意向に関する調査（以下，意向調
査）は，認知調査においてiPS細胞について，
「おおむね知っている」「言葉を聞いたこと
はある」を選択した者の中から，20歳から10
歳刻みの年齢群各1,000人回収を目標に調査
協力依頼メールを発信し，回答者数が5,000
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（ 2）　分析方法
　分析には，リサ―チ会社がモ
ニター情報として把握している
居住都道府県，職業に関する情
報を用いた。居住都道府県は，
総務省の実施する調査等を参考
に 7地域に分類した。職業はリ
サーチ会社が設定した選択肢か
ら，有職，学生，専業主婦（夫），
無職，の 4つに再カテゴリー化
した。iPS細胞に関しては，「お
おむね知っている」「言葉を聞
いたことはある」群（以下，認
知群）と「知らない・わからな
い」群（以下，非認知群）の 2
群に分類した。健康感は，「と
てもよい」「どちらかといえば
よい」群（以下，良好群）と，
「どちらかといえばよくない」
「よくない」群（非良好群）の
2群に分類した。意向調査の各
問の選択肢は，「あてはまる」
「ややあてはまる」群（以下，
肯定群），「ややあてはまらな

体では38.6歳（標準偏差以下，SD11.3），男性
41.9歳（SD12.3），女性36.6歳（SD10.0）で，
男性が女性に比べて有意に高かった（ｐ＜
0.0001）。回答者の属性と健康感をiPS細胞の認
知別に表 2に示す。iPS細胞を，「おおむね知っ
ている」2,464人（25.3％），「言葉を聞いたこ
とはある」6,126人（44.2％）で，認知群は約
70％であった。性別では，非認知群は，男性
30.6％，女性56.7％で，男性は女性より有意に
認知群が多かった（ｐ＜0.0001）。各年齢群と
も「おおむね知っている」が最も少なく，非認
知群は20歳代，30歳代は約50％であったが，50
歳代以上では40％を下回り，年齢群によって有
意にiPS細胞の認知に差がみられた（ｐ＜
0.0001）。職業別では，「おおむね知っている」
は学生が最も多く30％を超えたが，専業主婦
（夫）は6.6％と低かった。非認知群は，専業
主婦（夫）が60.2％，次いで有職43.0％で，職

表 2　iPS細胞に関する認知調査における対象者（ｎ＝16,069）
（単位　人）

iPS細胞の認知

総数 おおむね
知っている

言葉を聞いた
ことがある

知らない・
わからない 検定

総数 ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％

性 ***
男性 6 225 38.7 1 572 25.3 2 751 44.2 1 902 30.6
女性 9 844 61.3 892 9.1 3 375 34.3 5 577 56.7
年齢群 ***
20歳代 3 835 23.9 651 17.0 1 305 34.0 1 879 49.0
30 5 573 34.7 640 11.5 2 085 37.4 2 848 51.1
40 3 763 23.4 563 15.0 1 513 40.2 1 687 44.8
50 1 961 12.2 388 19.8 810 41.3 763 38.9
60 937 5.8 222 23.7 413 44.1 302 32.2
職業 ***
有職 9 869 61.4 1 691 17.1 3 939 39.9 4 239 43.0
無職 1 045 6.5 198 18.9 441 42.2 406 38.9
学生 813 5.1 287 35.3 304 37.4 222 27.3
専業主婦（夫） 4 342 27.0 288 6.6 1 442 33.2 2 612 60.2

（再掲：医師・医療従事者
・医療関係者） 461 2.9 137 29.7 171 37.1 153 33.2
地域 n.s
北海道・東北 1 532 9.5 183 11.9 576 37.6 773 50.5
関東 6 608 41.1 1 027 15.5 2 513 38.0 3 068 46.4
甲信越・北陸 796 5.0 131 16.5 297 37.3 368 46.2
東海 1 749 10.9 236 13.5 619 35.4 894 51.1
近畿 2 919 18.2 569 19.5 1 236 42.3 1 114 38.2
中国・四国 1 148 7.1 147 12.8 464 40.4 537 46.8
九州・沖縄 1 317 8.2 171 13.0 421 32.0 725 55.0
健康感 ***
よい 2 538 15.8 532 21.0 906 35.7 1 100 43.3
どちらかといえばよい 8 876 55.2 1 263 14.2 3 536 39.8 4 077 45.9
どちらかといえばよくない 4 009 24.9 556 13.9 1 474 36.8 1 979 49.4
よくない 646 4.0 113 17.5 210 32.5 323 50.0

注　***ｐ＜0.0001

い」「あてはまらない」群（以下，否定群）の
2群に分類した。解析には，男女間の平均年齢
はｔ検定を，性，健康感，iPS細胞の認知はχ2検
定を，年齢群，職業はクラスカル・ワーリス検
定を行い，IBM SPSS Statistics 19.0 for Windows
を用いた。

（ 3）　倫理的配慮
　本調査で利用したリサーチ会社は，（財）日
本情報処理開発協会による「プライバシーマー
ク」を取得しており，登録者の個人情報保護を
十分に配慮している組織である。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　iPS細胞の認知に関する調査
　男性6,225人（38.7％），女性9,844人（61.3％）
の計16,069人から回答を得た。平均年齢は，全
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業によってiPS細胞の認知に有意な差がみられ
た（ｐ＜0.0001）。医療従事者の「おおむね
知っている」は29.7％であった。健康感では，
良好群は非良好群より有意に認知群が多かった

（ｐ＜0.0001）。

（ 2）　再生医療の臨床研究参加意向に関する調査
　対象者は，男性2,683人（52.3％），女性2,445
人（47.7 ％）の計5,128人 である（回収率
59.7％）。平均年齢は全体で40.5歳（SD12.0），
男性42.9歳（SD12.5），女性37.8歳（SD10.7）
で，男性が女性に比べて有意に高かった（ｐ＜
0.0001）。対象者の属性を表 3に示す。年齢群
では30歳代が最も多く1,590人（31.0％），49歳
以下で全体の75％を超えていた。職業は有職が
最も多く3,318人（64.7％），次いで専業主婦
（夫）1,038人（20.2％），医療従事者は184人で
全体の3.6％であった。居住地域は，関東が最
も多く2,085人（40.7%），次いで近畿1,092人
（21.3%）であった。健康感は，良好群が70％
を超えていた。iPS細胞の認知は，「おおむね
知っている」1,558人（30.4％），「言葉を聞い
たことはある」3,570人（69.6％）であった。
　臨床研究参加の肯定群は76.1％であったが，

表 3　再生医療の研究参加意向調査の対象者（ｎ＝5,128）
ｎ ％

性
男性 2 683 52.3
女性 2 445 47.7
年齢群
20歳代 1 050 20.5
30 1 590 31.0
40 1 249 24.4
50 820 16.0
60 419 8.2

職業
有職 3 318 64.7
無職 454 8.9
学生 318 6.2
専業主婦（夫） 1 038 20.2

（再掲：医師・医療従事者・医療関係者） 184 3.6
健康感
よい 806 15.7
どちらかといえばよい 2 888 56.3
どちらかといえばよくない 1 241 24.2
よくない 193 3.8

iPS細胞の認知
おおむね知っている 1 558 30.4
言葉を聞いたことはある 3 570 69.6

表 4　研究参加，提供者不明ヒト幹細胞利用，情報提供に関する結果
問 1  臨床研究参加意向 問2　提供者不明のヒト幹細胞利用意向 問 3　ドナーへの情報提供 問 4　レシピエントへの情報提供

肯定群 否定群
検定

肯定群 否定群
検定

肯定群 否定群
検定

肯定群 否定群
検定

ｎ % ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％

性 n.s *** ** **
男性 2 055 76.6 628 23.4 1 400 52.2 1 283 47.8 2 370 88.3 313 11.7 2 449 91.3 234 8.7
女性 1 846 75.5 599 24.5 961 39.3 1 484 60.7 2 222 90.9 223 9.1 2 280 93.3 165 6.7

年齢群 n.s n.s n.s n.s
20歳代 797 75.9 253 24.0 468 44.6 582 55.4 936 89.1 114 10.9 949 90.3 101 9.7
30 1 201 75.5 389 24.5 734 46.2 856 53.8 1 421 89.4 169 10.6 1 469 92.4 121 7.6
40 972 77.8 277 22.2 585 46.9 664 53.1 1 135 90.9 114 9.1 1 169 93.6 80 6.4
50 626 76.3 194 23.7 378 46.1 442 53.9 738 90.0 82 10.0 760 92.7 60 7.3
60 305 72.8 114 27.2 196 46.8 223 53.2 362 86.4 57 13.6 382 91.2 37 8.8

職業 ** *** n.s n.s
有職 2 569 77.4 749 22.6 1 601 48.3 1 717 51.7 2 954 89.0 364 11.0 3 042 91.7 276 8.3
無職 314 69.2 140 30.8 210 46.2 244 53.8 403 88.8 51 11.2 419 92.3 35 7.7
学生 240 75.5 78 24.6 141 44.3 177 55.7 286 89.9 32 10.1 296 93.1 22 6.9
専業主婦（夫） 778 74.9 260 25.1 409 39.4 629 60.6 949 91.4 89 8.6 972 93.7 66 6.3

（再掲：医師・
医療従事者・
医療関係者）

153 83.2 31 16.8 91 49.5 93 50.5 163 88.6 21 11.4 158 85.9 26 14.1

健康感 n.s n.s n.s n.s
よい 628 77.9 178 22.1 379 47.0 427 53.0 717 89.0 89 11.0 740 91.8 66 8.2
どちらかといえ
ばよい 2 182 75.6 706 24.4 1 327 45.9 1 561 54.1 2 577 89.2 311 10.8 2 669 92.4 219 7.6
どちらかといえ
ばよくない 944 76.1 297 23.9 564 45.5 677 54.5 1 121 90.3 120 9.7 1 145 92.2 96 7.8
よくない 147 76.2 46 23.8 91 47.2 102 52.8 177 91.7 16 8.3 175 90.7 18 9.3

iPS細胞の認知 *** *** n.s *
おおむね知っている 1 311 84.1 247 15.9 785 50.4 773 49.6 1 415 90.8 143 9.2 1 459 93.6 99 6.4
言葉を聞いたことはある 2 590 72.5 980 27.5 1 576 44.1 1 994 55.9 3 177 89.0 393 11.0 3 270 91.6 300 8.4

注　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，***ｐ＜0.0001
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提供者不明ヒト幹細胞利用の肯定群は46.0％に
留まった。ドナーやレシピエントへの情報提供
は，肯定群は順に89.5％，92.2％と高率であった。
　臨床研究参加について（表 4），肯定群は，
職業別にみると有職，学生，専業主婦（夫）で
75％を超えたが，無職は70％に達せず，職業間
で有意な差がみられた（ｐ＜0.01）。無職では，
あてはまらまないと否定的な回答者が10％を超
えていた。iPS細胞の認知でみると，肯定群は，
「おおむね知っている」84.1％に対して「言葉
を聞いたことはある」72.5％で，10ポイント以
上の差があった。肯定群は否定群より有意に
「おおむね知っている」が多かった（ｐ＜
0.0001）。
　提供者不明のヒト幹細胞利用意向について
（表 4），性別でみると，肯定群は，男性52.2％，
女性39.3％で，男性が女性を12ポイント以上上
回っていた。男性は女性より有意に肯定群が多
かった（ｐ＜0.0001）。職業別にみると，肯定
群は有職48.3％が最も高く，次いで無職46.2％
であった。しかし専業主婦（夫）は39.4％に留
まり，職業間で有意な差がみられた（ｐ＜
0.0001）。医療関係者は49.4％であった。iPS細
胞の認知でみると，肯定群で「おおむね知って
いる」50.4％，聞いたことはある44.1％であっ
た。「おおむね知っている」は「言葉を聞いた
ことはある」より有意に肯定群が多かった。
（ｐ＜0.0001）。
　情報提供に関して，ドナーへの情報提供につ
いて（表 4），性別にみると，肯定群は男性
88.3％，女性90.9％で，女性が男性より有意に
肯定群が多かった（ｐ＜0.01）。
　レシピエントへの情報提供について，性別で
みると，肯定群は男性91.3％，女性93.3％で，
女性が男性より有意に肯定群が多かった（ｐ＜
0.01）。
　iPS細胞の認知でみると，肯定群は「おおむ
ね知っている」93.6％，「言葉を聞いたことは
ある」91.6％で，「おおむね知っている」が
「言葉を聞いたことはある」より有意に肯定群
が多かった（ｐ＜0.05）。

Ⅳ　考　　　察

　独立行政法人国立国語研究所「病院の言葉」
委員会は，平成21年「病院の言葉」をわかりや
すくする提案報告書を出し，一般国民の 8割を
超す人たちが，医師が患者に説明するときの言
葉には，わかりやすく言い換えたり，説明を加
えたりしてほしい言葉があると回答したと指摘
している1）。報告に先立ち実施された調査結果
から，生殖医療に関連する用語と考えられるい
くつかは，認知率と理解率が高くなかったり，
その両者に大きな差異がみられたりした。例え
ば「インフォームドコンセント」は認知率
70.8％，理解率64.7％，「レシピエント」は順
に23.4％，15.8％，「予後」は52.6％，38.0％，
「ガイドライン」89.6％，57.0％である1）。こ
れらを踏まえ著者らは，本研究は調査内容の専
門性が高く，理解までは至らずとも認知してい
る人々を対象にしなければならないと判断した。
そのため，生殖医療の臨床研究参加意向調査前
にiPS細胞の認知に関する調査を実施した。
「iPS細胞」の用語は，2008年に朝日新聞が実施
したiPS細胞研究に関する世論調査（2008年 9
月22日付朝刊）が実施されており，生殖医療や
臨床研究について具体的にイメージできる用語
ではないかと筆者らの検討によって用いた。
　再生医療の臨床研究においてはその倫理的配
慮に重点を置いた議論がなされている2）3）。し
かしながら試料の採取からバイオバンクまで多
くの課題が残されている4）。本研究は，臨床研
究参加からヒト幹細胞を含む個人情報の取り扱
いに関する意向を把握することに限定した調査
である。専門性が高い内容から対象者数の確保，
およびコストと迅速性を考慮しWeb調査を利
用した。リサーチ会社のモニターは，対象者の
偏りを他の調査方法と比較して大きく偏ってい
るとは断言できないとの報告5）があり，一般の
人々の意向と大きな差異はないと考える。先行
研究6）で，「再生医療」という用語の認知度が
約50％であったことからも，回答者が質問内容
を理解できたかどうかによって調査結果の信頼
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性が低下すると考えられた。今回の意向調査で
は，専門用語を使用せず，図によって内容がイ
メージできるようにした。また意見を質問文で
表現して，選択肢はその意見に賛同するかどう
かという形式をとった。さらに調査対象者数が
5,000名を超えていることから，調査結果はあ
る程度の信頼性が確保できたと考えている。
　認知調査に関して，朝日新聞が2008年に実施
したiPS細胞研究に関する世論調査（2008年 9
月22日付朝刊）では，回答の選択肢が異なって
いるが，言葉を聞いたことがあるのは約70％で，
本研究の認知群と大きな差はなかった。2009年
に実施された文部科学省科学技術政策研究所に
よるWeb調査7）でiPS細胞の研究開発は50歳代
から60歳代で興味・関心が高くなる傾向を示し
ていた。今回の調査においても年齢群が高くな
るに従い認知群の割合が高く，同様の傾向を示
した。職業別では，学生，無職のiPS細胞の認
知が高かった。これは，先の研究7）で，科学技
術に関する話題としてiPS細胞研究を選択した
割合が多かったのは，職業別では無職と学生で
あったことと同じ傾向であった。また，医療従
事者のiPS細胞について「おおむね知ってい
る」との回答した割合は特に高くなかった。こ
れは，iPS細胞がつくられたことは科学技術で
あり，臨床応用がされていないからであろう。
しかし，臨床研究が開始された場合には，イン
フォームドコンセントを得るための情報提供者
として医療関係者が従事することも容易に考え
られ，そのためにも理解促進は急務と考えられ
た。
　参加意向調査について，研究参加は先に示し
た世論調査において，iPS細胞研究への協力意
向は22％であった。本研究ではあてはまると回
答したのは24.0％で，再生医療に関する市民対
象研究8）結果とも大差なかった。「おおむね知っ
ている」が「言葉を聞いたことはある」に比べ
て研究参加の肯定群が有意に多かったことから，
用語だけでなく内容の理解促進が研究参加の促
進につながると考えられる。iPS細胞を開発し
た山中伸弥教授がノーベル医学賞を受賞し報道
等で見聞きする機会が増加したことから，現時

点では調査時よりも参加意向が高まっているこ
とが予測できる。日本人のノーベル賞受賞に対
するイメージとして，誇りに思うと回答した者
は多く7），研究参加促進の一助となろう。
　再生医療の臨床応用に関して，将来のリスク
の予見は難しい。本研究から，ドナーの情報が
明白なことを女性，専業主婦（夫）は特に強く
望んでいた。そして，レシピエント，ドナーい
ずれの立場の場合にも，将来の健康状態の変化
に対する情報提供を望んでいた。これは，これ
までの研究結果で情報開示を希望する声が大き
い8）とされていることと相違ない。再生医療の
臨床研究では，レシピエントとドナーの情報が
管理され双方向に提供されることが担保されて
いること，いわゆるトレーサビリティ（追跡透
明性）が期待されていると考えられる。研究の
不参加理由において個人情報（プライバシー）
の扱いに対する懸念や不安感9）が指摘されてお
り，ヒト幹細胞の連結可能匿名化が臨床研究の
促進には必要と考えられた。
　提供者不明のヒト幹細胞利用の肯定群は約半
数しかなく，ドナーとレシピエントの適合性を
考慮すれば，臨床研究において国民のヒト幹細
胞提供者，ドナーとしての積極的参加が望まれ
る。

Ⅴ　結　　　語

　再生医療の臨床研究への参加意向は約70％で，
これはiPS細胞という用語の認知と関連してい
た。提供者不明ヒト幹細胞利用に積極的なのは
約50％であった。ドナー，レシピエントのどち
らの場合にも情報提供を望んでおり，臨床研究
参加の促進には，科学技術ヒト幹細胞の連結可
能匿名化やトレーサビリティ（追跡可能性）が
担保される必要があると考えられた。
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